
２　全体スケジュール

長野県林務部

○成熟しつつある森林資源を有効に活用することにより、利益を山側に還元することで林業の再生と

木材産業の振興を図る。

○木質バイオマス発電施設の整備と発電施設から発生する熱の利用を通して、環境負荷の少ない循環

型社会の形成に寄与する。

３ 全体スケジュール 

２ 事業費及び補助金 

４ 木材の利用量 

１ 取組の目的 

林業経営基盤づくりの推進
新設木材加工施設（床材）

【県内最大規模】

新設木質ﾊﾞｲｵﾏｽ発電施設
【14,500KW/h】

事業主体：征矢野建材㈱

事業主体：ｿﾔﾉｳｯﾄﾞﾊﾟﾜｰ㈱

新設木質ﾊﾞｲｵﾏｽ発電施設 
【10,000kw】 

新設木質バイオマス発電施設 
【10,000kW規模】 

　【 原木利用量 】 単位：m3

年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
製材用 50,000 70,000 100,000
発電用 105,000

計 50,000 70,000 205,000

補助金は「森林整備加速化・林業再生基金」を活用 単位：億円

区分 内容（特徴） 事業費
補助金額

(資金融通含む)

木材加工施設
①原木利用量：10万m3（アカマツ、広葉樹他）

②製品：フローリング2.5万m3
③製材・加工施設：欧米型のﾜﾝｳｪｲﾗｲﾝ（分速60m）

51.6 21.1

内
訳

製材施設
貯木場、選木機、剥皮機、製材機、乾燥機、製品加工機、管理
棟、作業用建物、製品保管庫

44.3 21.1

用地造成 7.3 -

合計 108.9 34.9

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ
発電施設

①発電規模　10,000KW/h（1.6万世帯の年間消費電力に相当）

②原木利用量　18万m3(製材端材7.5万m3　未利用材10.5万m3）
57.3 13.8

内
訳

発電施設 ボイラ､タービン、復水器、受電施設等 42.0 7.5

木質ﾁｯﾌﾟ
製造施設

チッパー、チップヤード等 15.3 6.3



施設の整備状況（平成26年12月現在）

（１）施設整備等

（２）原木の安定供給

地元住民現地見学

５ 取組状況・計画 

原木集荷状況(H26.12) 

資料 １ 

発電用

①供給者のサプライチェーンセンター構成4
団体、需要者の征矢野建材㈱、発電者のソヤ
ノウッドパワー㈱間において、取り交わす
「安定供給基本合意書」についての合意形成

①「安定供給基本合意書」を締結する計画
②合意書締結以降、原木の取引を開始

項目 平成26年度 平成27年度

製材用

①10/20にサプライチェーンセンター構成4団
体と征矢野建材㈱が安定供給協定を締結
②11/21から原木の取引が開始
③原木需給調整会議を定期的に開催

①木材加工稼働初年次として5万m3の原木を
供給する計画
②2年次（H28年度）の7万m3の安定供給協定
の締結


